


Ⅰ　魅力ある昭和町を創るための観光産業の活性化について
　　…杉浦醫院を生かした観光を！
　　…6次産業（町の特産品、ブランド産業）の活性化は?

Ⅱ　公共交通の現状と課題について
　　…コミュニティバスの導入を！
　　…駅周辺の整備を！

Ⅲ　昭和町の環境政策への提案について
　　…ゴミ問題に対する解決策を考えよ！
　　…沼公園に町の木（乙女椿）を植えて、生かしたイベントを！

Ⅰ　昭和町の子育て政策について
　　…一人親家庭の支援の充実化を！
　　…中学3年生を対象とした子育て関連学習会を！

Ⅱ　外国人児童の就学対策について
　　…日本人と外国人が関わりあえる教育を！
　　…行政サービスの見直しを！

Ⅲ　街頭犯罪予防のための児童館型思春期少年施設と親・地域の役割について
　　…犯罪の起きにくい地域環境の整備を！
　　…小学生とボランティア団体による活動を！

学生による提案

学生による提案

　子育て支援策に着眼してくれたことは大変嬉しい。多文化共生の視点からの提案に
関心を持った。町に提案できることはしていきたい。現在、地域防犯パトロールは常
永小学校周辺だけなので他2小学校にも広げるよう、教育委員会へ進言していきたい。

議会の意見

　杉浦醫院の活性化はとても良い案だ。イオンモールが増
床されれば交通手段としてのバスの利便性が高くなる。町
に提案したい。イベントにつなげ緑化対策を図る考えが良
い。課題もあるがそれをヒントに実現できることがあれば。

議会の意見



Ⅰ　昭和町の防犯対策について
　　…警察官を役場に派遣させては？
　　…町民に防犯ベストを着用し、見回り安全運動を実施しては？

Ⅱ　市民教育について
　　…学生（中高生）が地域課題について話し合い、その声を議会に届ける環境づくりを！

Ⅲ　地域創生について（山梨県のイメージ向上へ）
　　　…イオンモール駐車場を使用した「朝市」を！
　　　…押原公園を使用した「バザー」を！
　　　…交通マナーの改善を！

　平成27年12月4日、山梨学院大学との連携による研修の一環として、学生と
議員とのワークショップを開催しました。
　総務・産業土木・教育厚生の3常任委員会に分かれ、グループによる提案発表
が行われ、活発な意見交換をしました。

ワークショップとは？
　講師（話し手）の意見を一
方的に聞いたり、教材を読む
だけでなく、参加者全員が講
師（教授）の助言を得ながら
積極的に関わり、問題解決の
ために行う研修会。

学生による提案

　防犯対策については公民連携をより充実して図れるシス
テムを検証しては。市民教育は各ステップ（ワークショッ
プや討議の場、意見交換会など）を参考に考えていきたい。
地域創生については住民参加型イベントの提案や高齢者の
運転に対する安全対策について検討したい。

議会の意見



1、議会活性化について（災害に対する議会の対応・本会議ネット中継等）

2、音楽によるまちづくりについて（音楽都市宣言・音楽を楽しめる施設）

研修内容　

　昭和町は地方交付税の不交付団体として財政健全化を保ち、人口は増加を続けているが、今
後の町の将来を見据え、議会は行政運営に対し、町民の立場に立ち、しっかりした判断を行わ
なければならない。
　そこで、県外の先進地事例を学び、調査研究し、町の発展に資するため、議員全員で視察研
修を実施した。

研修目的

　平成27年10月20日から22日まで3日間の研修だったが、名取市では、当時の津波被害の状況と、
復興現場の閖上地区の様子を視察し、広大な現地を目にして、まだまだ復興の遠さと厳しさを
実感した。
　加美町は人口減少を食い止めるため、音楽の専門学校を誘致し、町の活性化を計画している
ことを聞き、この事業の成功に町の将来をかけている意気込みが感じられた。
　郡山市は福島原発事故のため、放射能による除染作業に追われていたが、少しずつ落ち着き
を取りもどそうとしている。市では戦後から音楽活動を中心にまちづくりを行い、さらに合唱
などを中心に、音楽活動を広げるための施設建設に力を入れており、強い活力を感じた。
　各自治体は大震災を経験しながらも、財政力強化や人口減少に対して官民挙げて取り組んで
いる。改めて本町の現状と将来を見つめ直す良い機会となり、多くの成果を得た研修であった。

研修委員会委員長　河田　あけみ

研修を終えて

ゆり あげ

人口 328,855人
面積 757.20㎞2



1、東日本大震災に伴う復興状況

2、防災計画

3、災害時における議員の行動

研修内容　

こ
の
塔
の
一
番
上
ま
で
津
波
が
到
達
し
た

閖
上（
ゆ
り
あ
げ
）地
区

1、文化および文教施設（国立音楽院の誘致）

研修内容　
くに たち

面積
人口 77,040人

98.17㎞2

面積
人口 23,881人

460.67㎞2



　
平
成
27
年
12
月
定
例
会
は
、
12
月
8
日
か
ら
11
日
ま
で
4
日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。
町
長

提
出
の
平
成
27
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
補
正
予
算
4
案
件
の
ほ
か
、
条
例
制
定
及
び
改

正
8
件
、
そ
の
他
3
件
の
計
15
案
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
7
人
の
議
員
が
11
件
に
つ
い
て
活
発
な
質
問
・
意
見
を
展
開
し
ま
し
た
。

一般会計一般会計 全員賛成で可決全員賛成で可決

補正増額　2億4991万円（総額73億1840万円）

町税（町民税、固定資産税等）
ふるさと納税
障害者自立支援給付費負担金

2億3200万円
169万円
232万円

おもな財源

常永小学校エレベーター改修工事
常永土地区画整理地内の多目的広場整備追加工事費
財政調整基金への積立

300万円
550万円

2億1387万円

おもな使いみち

国民健康保険特別会計
介護サービス特別会計
下水道事業特別会計

11万円増額
85万円減額
505万円減額

（総額21億722万円）
（総額1668万円）

（総額10億1908万円）

特別会計特別会計 全員賛成で可決全員賛成で可決

手続きはお済みですか



供用開始まで、あともう少し！

・
行
政
手
続
き
に
お
け
る
特
定

　
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の

　
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法

　
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利

　
用
に
関
す
る
条
例
制
定

　
行
政
手
続
き
に
お
け
る
特
定

の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番

号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
の
利
用

等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

う
も
の
。

（
平
成
28
年
1
月
1
日
施
行
）

※
全
員
賛
成
で
可
決

・
税
条
例
中
改
正
の
件

・
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

　
る
条
例
中
改
正
の
件

・
国
民
健
康
保
険
税
条
例
中
改

　
正
の
件

・
介
護
保
険
条
例
中
改
正
の
件

　
行
政
手
続
き
に
お
け
る
特
定

の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番

号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
の
利
用

等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

う
も
の
。

（
平
成
28
年
1
月
1
日
施
行
）

・
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等

　
の
事
業
に
関
す
る
基
準
等
を

　
定
め
る
条
例
中
改
正
の
件

・
保
育
の
必
要
性
の
認
定
基
準

　
に
関
す
る
条
例
中
改
正
の
件

　
職
業
訓
練
受
講
中
も
対
象
と

な
る
も
の
。

・
下
水
道
使
用
料
等
徴
収
条
例

　
中
改
正
の
件

　
使
用
料
の
値
上
げ
に
よ
る
も

の
。

（
平
成
28
年
4
月
1
日
施
行
）

※
全
員
賛
成
で
可
決

・
普
通
財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ

　
い
て
（
宗
教
法
人
増
泉
寺
）

　
宗
教
法
人
が
墓
地
と
し
て
供

し
て
い
る
町
有
地
を
無
償
に
て

宗
教
法
人
に
譲
渡
す
る
も
の
。

・
多
目
的
広
場
整
備
工
事

【
1
工
区
】
請
負
契
約（
変
更
）

　
締
結
の
件

　
芝
生
広
場
に
散
水
栓
設
置
及

び
、
造
成
に
伴
う
残
土
処
理
等

の
工
事
の
追
加
に
伴
う
契
約
変

更
。

【
2
工
区
】
請
負
契
約（
変
更
）

締
結
の
件

　
ト
イ
レ
建
物
周
辺
及
び
、
東

側
入
口
ス
ロ
ー
プ
付
近
の
擁
壁

工
お
よ
び
排
水
工
、
自
転
車
コ
ー

ス
舗
装
工
等
の
工
事
の
追
加
に

伴
う
契
約
変
更
。

※
全
員
賛
成
で
可
決



総
務
常
任
委
員
会

塚
原
議
員
　
井
戸
端
会
議
等
で

防
災
無
線
が
聞
き
取
り
に
く
い

地
域
が
何
箇
所
か
あ
る
と
聞
い

て
い
る
が
、
そ
の
後
全
体
的
に

解
消
さ
れ
て
い
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長
　
区
長
会
で
説

明
し
、
業
者
に
よ
る
調
査
も
進

め
て
い
る
。
現
在
で
も
聞
こ
え

に
く
い
と
こ
ろ
が
見
受
け
ら
れ

る
の
で
、
そ
の
箇
所
に
は
新
た

に
ス
ピ
ー
カ
ー
等
の
設
置
を
考

え
て
い
る
。

河
田
議
員
　
役
場
前
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
コ
ー
ナ
ー
横
の
施
設
で
、

福
祉
団
体
が
ラ
ン
チ
等
の
営
業

を
し
て
い
た
が
閉
め
て
し
ま
っ

た
。
今
後
の
活
用
は
。

副
町
長
　
こ
れ
ま
で
お
弁
当
や

野
菜
等
の
販
売
を
し
て
い
た
が
、

施
設
現
場
の
職
員
が
辞
め
、
人

材
不
足
の
理
由
で
閉
め
た
と
の

こ
と
。
活
動
資
金
を
補
う
た
め

の
事
業
な
の
で
、
内
容
等
を
考

え
利
用
し
て
ほ
し
い
旨
を
伝
え

て
あ
る
。
団
体
側
で
も
や
る
意

志
は
あ
る
の
で
、
運
営
再
開
ま

で
少
し
待
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

堀
議
員
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
特

典
を
増
や
せ
な
い
か
。
た
と
え

ば
高
額
納
税
者
に
は
町
長
室
で

写
真
撮
影
や
、
町
長
と
対
談
が

で
き
る
な
ど
の
「
1
日
町
長
券
」

を
発
行
す
る
こ
と
は
。

総
務
課
長
　
他
市
町
村
で
も
行
っ

て
お
り
、
今
後
も
充
実
し
て
い

く
よ
う
、
検
討
し
た
い
。

石
原
（
高
）
議
員
　
消
防
団
の

入
団
に
対
す
る
特
典
に
つ
い
て

検
討
は
。

企
画
財
政
課
長
　
消
防
団
員
、

ま
た
そ
の
家
族
を
含
め
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
る
優
待
券
を
考

え
て
い
る
が
、
実
際
サ
ー
ビ
ス

を
展
開
し
て
い
る
他
市
町
村
へ

利
用
状
況
な
ど
の
情
報
を
聞
き

検
討
し
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
に

ユ
ニ
ー
ク
な
特
典
を

防
災
無
線
難
聴
地
域
の

解
消
は

水
源
対
策

特
別
委
員
会

依
田
議
員
　
平
成
28
年

か
ら
山
梨
大
学
と
の
共

同
研
究
事
業
と
し
て
、

町
内
の
地
下
水
状
況
を

調
査
す
る
よ
う
だ
が
、

井
戸
の
掘
削
箇
所
は
ど

こ
を
予
定
し
て
い
る
の

か
。

環
境
経
済
課
長
　
既
存

お
よ
び
新
規
と
も
に
予

定
を
し
て
い
る
。
場
所

は
未
定
。

田
中
議
員
　
地
下
水
調

査
の
実
施
後
、
地
下
水

マ
ッ
プ（
仮
称
）の
作
成

を
考
え
て
い
る
が
、
時

期
は
。

環
境
経
済
課
長
　
近
隣

市
と
協
議
す
る
中
で
検

討
し
て
い
く
。
当
面
は

町
独
自
の
デ
ー
タ
と
し

て
活
用
。

地
下
水
マ
ッ
プ

作
成
時
期
は

第
4
回
定
例
会（
12
月
）
委
員
会
質
疑

地
方
分
権
対
策
特
別
委
員
会

行
政
運
営
に

お
け
る
評
価
は

ふ
る
さ
と
納
税
の

現
状
は

町
の

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
は

石
原
（
一
）
議
員
　
町
の

ブ
ラ
ン
ド
米
で
あ
る
ヒ

ノ
ヒ
カ
リ
の
生
産
は
、

面
積
を
広
げ
て
い
く
考

え
は
。

総
務
課
長
　
現
在
、
約

2
㌶
。
町
の
気
候
に
適
し
、

美
味
し
い
と
評
判
も
良

い
の
で
、
面
積
拡
大
に

つ
い
て
は
前
向
き
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

鷹
野
議
員
　
総
合
戦
略

の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
実
効
性
が
あ
る
の
か
。

総
務
課
長
　
人
口
増
加

を
見
込
む
中
、
既
存
の

も
の
は
よ
り
一
層
の
努

力
を
し
、
新
た
に
計
画

し
た
も
の
は
交
付
金
の

支
給
を
期
待
し
つ
つ
、

実
行
可
能
な
も
の
と
し

て
そ
れ
ぞ
れ
作
成
し
て

い
る
。

三
井
議
長
　
進
捗
状
況

は
ど
う
か
。

総
務
課
長
　
2
5
0
件

で
総
額
2
5
0
万
円
納

税
さ
れ
て
い
る
。
（
平

成
27
年
11
月
現
在
）
納

税
最
高
額
は
20
万
円
。

今
後
も
商
工
会
と
連
携

を
と
り
な
が
ら
、
時
期

の
野
菜
や
果
物
等
、
品

物
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
保
養
施
設
の
契

約
を
結
ん
で
い
る
松
崎

町
と
も
協
力
し
、
特
典

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。





石
原

石
原

新
年
度
予
算
は

自
主
財
源
確
保
に
努
め
る

本会議の議事録はホームページで検索できます。議会事務局でも閲覧できます。

組
織
体
制
見
直
し

検
討
す
る

人
材
確
保
（
保
健
師
）
は

石原　高明 議員
い し た か あ きは ら

町
長

町
長

財
政
構
造
の
弾
力
性
を

示
す
経
常
収
支
比
率
は
、

70
〜
80
％
が
望
ま
し
い
が
、
昭
和

町
は
79
・
0
と
前
年
度
に
比
べ
10

ポ
イ
ン
ト
改
善
し
、
財
政
の
柔
軟

性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
財
政
力
指

数
も
1
・
14
と
高
く
、
財
政
は
近

隣
自
治
体
の
中
で
も
健
全
な
状
況

で
あ
る
。

町
の
施
策
や
事
業
を
新
た
な
総
合

計
画
の
中
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
、

未
来
へ
の
展
望
を
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
、
新
年
度
予
算
編
成
に
取

り
組
む
考
え
を
聞
き
た
い
。

昭
和
59
年
度
か
ら
32
年
間
、

地
方
交
付
税
不
交
付
団

体
で
、
本
町
は
「
子
育
て
し
や
す

い
町
」
と
し
て
全
国
市
町
村
の
中

で
第
11
位
と
、
う
れ
し
い
報
道
が

あ
っ
た
。

　
子
育
て
支
援
や
障
が
い
者
、
高

齢
者
福
祉
を
は
じ
め
、
町
民
の
安
全
・

安
心
を
高
め
る
た
め
、
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
市
街

化
区
域
で
は
生
活
基
盤
の
整
備
、

市
街
化
調
整
区
域
で
は
既
成
集
落

地
と
の
一
体
的
な
田
園
居
住
区
の

形
成
を
図
る
よ
う
、
長
期
的
展
望

に
立
っ
た
市
街
地
づ
く
り
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　
新
年
度
予
算
編
成
は
、
将
来
に

わ
た
り
安
定
的
・
継
続
的
な
施
策

実
行
の
た
め
、
一
つ
ひ
と
つ
の
施

策
の
効
率
性
や
実
効
性
を
向
上
さ
せ
、

受
益
者
負
担
の
見
直
し
や
、
自
主

財
源
の
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
。

保
健
師
増
員
で
人
件
費

が
増
え
て
も
、
充
実
す

る
サ
ー
ビ
ス
量
や
医
療
費
抑
制
効

果
が
期
待
で
き
、
投
資
に
見
合
っ

た
結
果
を
生
み
出
せ
る
。
乳
幼
児

か
ら
高
齢
者
ま
で
の
健
康
管
理
や
、

生
活
環
境
に
大
き
な
効
果
が
期
待

で
き
る
保
健
師
増
員
に
つ
い
て
、

町
の
考
え
は
。

本
町
の
保
健
師
は
、
特

定
健
診
・
保
健
指
導
、

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
中
で
特
に

支
援
が
必
要
な
方
の
個
別
対
応
等

の
取
り
組
み
や
、
児
童
や
高
齢
者
、

障
が
い
者
の
虐
待
防
止
な
ど
、
各

担
当
課
と
連
携
し
て
行
っ
て
い
る
。

組
織
体
制
を
見
直
し
、
機
構
改
革

な
ど
保
健
師
の
増
員
も
含
め
検
討

し
て
い
き
た
い
。

保
健
師
は
心
と
体
の
ケ
ア
に
必
要
な
存
在

（
高
齢
者
健
康
教
育
の
折
）



依
田

未来を見据え健幸社会創出を
意識啓発や事業展開

依田　茂巳 議員
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町
長
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昭
和
町
は
、
日
本
全
国

人
口
減
少
に
課
題
を
抱

え
て
い
る
中
、
県
下
唯
一
人
口
が

増
え
て
い
る
ま
ち
と
い
う
評
価
を

得
て
い
る
。
そ
の
反
面
、
都
市
化

の
進
行
に
よ
る
価
値
観
の
多
様
化
や
、

人
と
人
と
の
繋
が
り
が
希
薄
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
懸
念
も
あ
り
、
総

合
戦
略
に
お
け
る
人
ロ
ビ
ジ
ョ
ン
も
、

平
成
47
年
を
ピ
ー
ク
に
人
ロ
は
減

少
に
転
じ
て
い
く
と
見
込
ん
で
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

地
域
単
位
で
そ
の
底
力
を
競
い
合
い
、

住
ま
い
・
医
療
・
介
護
が
一
体
的

に
提
供
さ
れ
る
仕
組
み
で
あ
る
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
充
実
、

ま
た
、
健
幸
＝
健
康
で
幸
せ
、
身

体
面
だ
け
で
な
く
人
々
が
生
き
が

い
を
感
じ
豊
か
な
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
、
新
し
い
都
市
モ
デ

ル
「
ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
」

の
構
築
が
、
今
後
に
お
い
て
必
要

と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
昭
和
町
な

ら
で
は
の
施
策
、
「
歩
い
て
楽
し

い
ま
ち
づ
く
り
」
を
提
案
す
る
。

　
そ
し
て
、
健
康
づ
く
り
は
ま
ち

づ
く
り
の
観
点
に
立
ち
、
み
の
ぶ
道
・

義
清
館
跡
及
び
杉
浦
醫
院
等
の
文

化
施
設
を
生
か
し
、
ま
ち
の
景
観

を
整
え
た
散
歩
道
を
創
出
し
、
そ

の
特
色
を
内
外
に
発
信
し
、
町
民
・

行
政
・
企
業
が
一
体
と
な
っ
て
「
歩

い
て
楽
し
い
ま
ち
昭
和
」
と
い
っ

た
宣
言
を
提
案
す
る
。

こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く

り
の
成
果
が
、
地
方
創

生
の
考
え
方
に
合
致
し
、
人
口
増

加
や
町
の
活
力
の
維
持
に
貢
献
し

て
い
る
。
将
来
人
口
推
計
で
は
高

齢
者
人
口
の
比
率
が
増
加
し
、
高

齢
化
率
が
高
く
な
る
。

　
健
康
寿
命
の
延
伸
は
、
検
診
体

制
の
充
実
、
食
育
や
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
推
進
、
歩
く
こ
と
で
の
健
康

づ
く
り
な
ど
、
各
事
業
の
相
乗
効

果
で
達
成
で
き
る
と
考
え
る
。

　
健
康
長
寿
社
会
を
創
造
す
る
「
ス

マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
」
構

想
は
、
比
較
的
規
模
の
大
き
い
自

治
体
で
導
入
し
て
い
る
が
、
わ
ず

か
9
・
08
　
の
昭
和
町
に
は
な
じ

ま
な
い
と
思
え
る
が
、
ま
ち
づ
く

り
の
方
向
性
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と

考
え
る
。

　
ま
た
、
「
歩
い
て
楽
し
い
ま
ち

昭
和
」
宣
言
は
、
健
康
寿
命
の
延

伸
策
等
を
進
め
る
上
で
良
い
提
案

だ
が
、
現
状
、
こ
れ
ま
で
の
多
岐

に
わ
た
る
健
康
づ
く
り
事
業
を
継

続
し
て
い
き
た
い
。

㎞2

自然と歩きたくなるまちづくりを目指して
（SWC首長研究会）



河
住

河
住

教
育
長

教
育
長

各
学
年
の
発
達
段
階

に
応
じ
指
導

学
校
の
排
せ
つ
教
育
は

睡眠と不登校問題は

指導を継続していく

河住　保茂 議員
か わ や す し げす み

睡
眠
は
精
神
的
・
肉
体

的
な
健
康
を
保
ち
、
生

体
リ
ズ
ム
を
調
節
す
る
働
き
を
持

っ
て
お
り
、
睡
眠
異
常
が
う
つ
病
・

発
達
障
害
な
ど
に
関
係
性
を
持
つ

こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健

全
な
育
成
推
進
の
た
め
、
小
中
学

校
で
睡
眠
不
足
が
不
登
校
に
も
影

響
す
る
と
い
う
医
学
的
考
え
に
基

づ
き
、
睡
眠
教
育
の
取
り
組
み
と
、

不
登
校
の
児
童
・
生
徒
の
生
活
習

慣
を
捉
え
る
調
査
を
行
う
考
え
は

な
い
か
。

夜
間
に
ス
マ
ホ
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

ゲ
ー
ム
に
熱
中
し
、
塾
や
習
い
事

で
夜
遅
く
の
帰
宅
で
夜
型
人
間
が

増
加
し
、
睡
眠
時
間
が
不
足
す
る

子
ど
も
が
増
加
し
て
い
る
。
町
内

小
中
学
校
で
は
、
保
健
体
育
や
家

庭
科
の
中
で
「
リ
ズ
ム
あ
る
生
活

を
送
る
こ
と
の
大
切
さ
」
「
生
活

時
間
の
見
直
し
や
朝
の
生
活
時
間

の
見
直
し
」
な
ど
の
指
導
を
行
っ

て
い
る
。

　
睡
眠
時
間
に
関
す
る
調
査
は
、

毎
年
実
施
の
「
ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
」

の
中
で
、
全
学
年
対
象
に
行
わ
れ

て
お
り
、
結
果
は
各
学
校
の
学
校

保
健
委
員
会
な
ど
で
発
表
さ
れ
て

い
る
。
今
後
も
各
学
校
で
、
子
ど

も
た
ち
や
保
護
者
が
睡
眠
時
間
の

大
切
さ
を
理
解
で
き
る
指
導
を
継

続
的
・
計
画
的
に
行
っ
て
い
き
た

い
。

ト
イ
レ
の
大
切
さ
や
排

せ
つ
と
健
康
の
か
か
わ

り
を
教
え
、
価
値
観
や
イ
メ
ー
ジ

を
転
換
す
る
こ
と
で
、
健
全
な
学

校
生
活
を
送
る
取
り
組
み
を
行
う

べ
き
だ
。
排
せ
つ
教
育
の
実
施
で

高
い
教
育
効
果
が
見
込
ま
れ
る
が
、

町
の
考
え
は
。

学
校
保
健
計
画
の

中
で
、
ト
イ
レ
の

正
し
い
使
い
方
や
健
康
な
体
を
作

る
た
め
、
排
せ
つ
を
規
則
正
し
く

行
う
大
切
さ
を
、
各
学
年
の
発
達

段
階
に
応
じ
指
導
し
て
い
る
。
「
ほ

け
ん
だ
よ
り
」
で
も
、
ト
イ
レ
の

正
し
い
使
い
方
や
排
せ
つ
の
大
切

さ
を
取
り
上
げ
、
保
護
者
へ
の
啓

発
や
、
学
級
活
動
を
利
用
し
た
保

健
指
導
で
活
用
し
て
お
り
、
健
康

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

小学校の「ほけんだより」より



町
長

町
長

い
き
い
き
健
康
課
長

命を宿し、育てるための環境充実を

河田あけみ 議員
か わ だ

安心して子どもが産める環境を
きめ細やかに支援

県
実
績
も
見
て

検
討
す
る

不
育
症
へ
の
助
成
を

動
向
を
見
て
検
討
す
る

手
話
言
語
の
条
例
制
定
は

河
田

河
田

河
田

町
長

河
田

子
ど
も
が
欲
し
く
て
も

望
め
な
い
夫
婦
が
増
加

傾
向
に
あ
る
。
県
の
調
査
で
は
、

不
妊
治
療
助
成
制
度
の
利
用
者
は
、

こ
の
10
年
間
で
約
5
倍
に
増
加
し

て
い
る
。
安
心
し
て
子
ど
も
が
産

め
る
よ
う
環
境
整
備
の
拡
大
が
必

要
で
は
な
い
か
。
以
下
3
つ
の
こ

と
に
つ
い
て
問
う
。

①
本
町
で
は
現
在
ま
で
、
何
組
の

夫
婦
が
申
請
を
し
て
い
る
か
。

②
一
般
不
妊
治
療
の
助
成
を
拡
大

す
る
考
え
は
。

③
特
定
不
妊
治
療
で
は
、
助
成
は

通
年
3
年
間
だ
が
5
年
間
ま
で
延

長
す
べ
き
で
は
。

①
過
去
5
年
間
で
71
件
・

45
人
、
26
年
度
23
件
。

②
③
出
産
か
ら
乳
幼
児
期
ま
で
き

め
細
か
な
支
援
を
実
施
。
所
得
制

限
も
設
け
て
い
な
い
こ
と
で
、
現

行
の
制
度
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

不
妊
の
原
因
は
女
性
だ

け
と
は
限
ら
な
い
、
男

性
側
の
治
療
に
も
助
成
を
拡
大
す

べ
き
で
は
。

実
際
に
男
性
の

治
療
へ
助
成
し

て
い
る
近
隣
市
の
推
移
を
見
な
が
ら

検
討
し
た
い
。

不
育
症
は
2
回
以
上
の

流
産
・
死
産
、
早
期
新

生
児
死
亡
だ
が
、
不
妊
治
療
同
様
、

助
成
を
す
る
考
え
は
。

町
で
は
個
人
を
特
定
し

た
実
態
の
把
握
が
非
常

に
難
し
く
、
実
数
の
把
握
は
し
て

い
な
い
。
保
険
適
用
外
の
費
用
を

県
で
助
成
対
象
と
し
て
い
る
が
、

実
績
を
み
な
が
ら
町
で
も
検
討
し

て
い
き
た
い
。

手
話
言
語
の
条
例
を
制

定
し
、
町
民
や
教
育
現

場
で
手
話
を
取
り
入
れ
て
い
く
考

え
は
な
い
か
。

手
話
が
言
語
と
い
う
認

識
に
基
づ
き
、
手
話
に

よ
る
情
報
伝
達
手
段
を
広
め
る
こ

と
は
、
聴
覚
障
が
い
者
の
利
便
性

向
上
に
つ
な
が
る
。
手
話
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
育
成
に
も
取
り
組
ん
で

い
る
が
、
近
隣
市
等
の
動
向
も
注

視
し
検
討
し
て
い
き
た
い
。

再
質
問



通学路の安全対策
（夜間照明設置）は
安全対策を推進し
補助も行う 田中　博愛 議員

た ひ ろ よ しな か

田
中

町
長

町
長

副町長を置く必要性は
誠実な行政運営や
横の連携に必要

堀　　門太 議員
ほり もん た

堀

町
内
の
小
中
学
校
は
、

指
定
の
通
学
路
が
学

校
ご
と
に
決
め
ら
れ
、
子
ど
も

を
交
通
事
故
や
犯
罪
か
ら
守
り
、

安
全
・
安
心
に
登
下
校
で
き
る

よ
う
、
地
区
P
T
A
・
警
察
O
B
・

地
域
住
民
や
、
行
政
の
青
色
パ

ト
ロ
ー
ル
車
な
ど
安
全
対
策
を

と
っ
て
い
る
が
、
押
原
地
区
を

中
心
に
町
内
の
3
分
の
1
は
市

街
化
調
整
区
域
で
、
下
校
時
は

暗
く
周
辺
に
は
家
も
な
く
、
非

常
に
危
険
な
と
こ
ろ
が
何
カ
所

か
あ
る
。

 
電
線
を
引
か
ず
「
太
陽
光
」

で
、
街
灯
の
機
能
を
持
つ
製
品

が
開
発
さ
れ
て
い
る
が
、
危
険

個
所
を
調
査
・
確
認
し
、
通
学

路
の
安
全
対
策
の
た
め
、
太
陽

光
に
よ
る
夜
間
照
明
を
設
置
す

る
考
え
は
な
い
か
。

小
中
学
生
の
登
下
校

に
お
け
る
安
全
対
策

は
、
P
T
A
や
地
域
の
ご
協
力

で
交
通
安
全
指
導
、
見
守
り
活

動
な
ど
積
極
的
に
展
開
さ
れ
、

敬
意
を
表
し
た
い
。

 
町
も
教
育
委
員
会
を
通
じ
、

毎
年
各
学
校
か
ら
通
学
路
の
危

険
個
所
や
改
善
要
望
を
い
た
だ

き
、
関
係
各
課
合
同
で
現
地
確

認
し
、
道
路
横
断
時
の
待
機
場

所
確
保
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設

置
、
路
面
標
示
等
安
全
対
策
を

講
じ
て
い
る
。
各
地
区
の
防
犯

灯
設
置
事
業
に
対
し
て
は
、
交

付
要
綱
に
基
づ
き
経
費
の
2
分

の
1
、
補
助
限
度
額
1
灯
に
つ

き
5
万
円
を
補
助
し
て
い
る
。

危
険
箇
所
の
確
認
と
夜
間
照
明

（
太
陽
光
）
の
設
置
に
つ
い
て

は
今
後
調
査
検
討
し
、
安
全
対

策
に
務
め
る
。

バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
経

済
低
迷
や
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
で
景
気
が
下
降
し
、

特
に
地
方
自
治
体
の
歳
入
も
減

少
傾
向
に
あ
る
。
本
町
も
町
民

負
担
の
増
額
や
支
出
抑
制
対
策

を
実
施
す
る
な
ど
、
町
長
・
職

員
を
は
じ
め
努
力
し
て
い
る
が
、

人
件
費
等
の
観
点
か
ら
気
に
な

る
の
は
副
町
長
職
だ
。

　
町
長
を
代
表
責
任
者
と
し
、

町
の
運
営
を
行
う
任
務
は
明
確

化
さ
れ
て
い
る
が
、
副
町
長
は

町
長
の
代
理
や
補
佐
な
ど
の
漠

然
と
し
た
も
の
で
、
各
課
長
で

対
応
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

他
自
治
体
で
は
「
副
町
長
を
置

か
な
い
条
例
」
を
制
定
し
、
努

力
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

町
を
あ
げ
て
支
出
抑
制
に
取
り

組
ん
で
い
る
中
、
あ
え
て
副
町

長
を
置
く
必
要
性
が
あ
る
の
か
、

町
長
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

行
政
需
要
は
複
雑
・

多
様
化
し
、
た
び
重

な
る
制
度
変
更
や
新
制
度
に
対

応
す
る
た
め
、
地
方
自
治
体
の

負
担
は
確
実
に
増
え
、
自
治
体

運
営
を
的
確
・
迅
速
に
進
め
る

な
ど
、
町
民
や
議
会
の
意
見
を

聴
き
、
町
民
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た

太陽のエネルギーを安全対策に



高齢化社会に向けた施策は

支出抑制策は

金丸　富一 議員
かね まる とみ かず

高齢化社会の
医療・介護は
関係機関と協議し検討

金
丸

町
長

医
療
や
介
護
の
需
要

は
、
人
口
・
年
齢
構

成
で
大
き
く
変
化
し
、
町
の
後

期
高
齢
者
も
1
、
5
0
0
人
を

超
え
て
い
る
。
団
塊
の
世
代
が

高
齢
化
を
迎
え
る
2
0
2
5
年

を
見
据
え
、
医
療
・
介
護
の
制

度
改
革
や
見
直
し
を
進
め
て
い

る
が
、
高
齢
化
は
避
け
ら
れ
な

い
状
況
だ
。

　
世
帯
構
成
別
を
み
る
と
、
死

別
や
離
婚
に
よ
る
ひ
と
り
暮
ら

し
世
帯
の
増
加
、
高
齢
者
夫
婦

世
帯
も
増
加
し
対
応
が
難
し
い

が
、
町
で
は
中
長
期
計
画
の
中

で
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
考
え

て
い
る
の
か
。

団
塊
の
世
代
が
す
べ

て
75
歳
を
迎
え
る
平

成
37
年
ま
で
の
残
り
10
年
で
、

国
・
地
方
公
共
団
体
は
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
人
生
の
最
期
ま

で
尊
厳
を
も
ち
、
自
分
ら
し
い

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
社

会
の
実
現
に
向
け
、
介
護
・
医

療
・
住
ま
い
・
生
活
支
援
・
介

護
予
防
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ

る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

構
築
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　
町
も
後
期
高
齢
者
が
毎
年

1
0
0
人
ほ
ど
増
加
す
る
と
見

込
ま
れ
、
認
知
症
高
齢
者
の
増

加
も
予
想
さ
れ
る
。
本
年
度
か

ら
介
護
保
険
事
業
計
画
に
在
宅

医
療
・
介
護
連
携
推
進
事
業
を

盛
り
込
ん
で
い
る
。
老
老
介
護

や
核
家
族
化
に
伴
い
家
族
介
護

が
低
下
し
、
介
護
の
担
い
手
不

足
が
懸
念
さ
れ
、
在
宅
医
療
は

町
内
の
医
療
機
関
の
通
勤
医
師

が
多
い
な
ど
課
題
が
山
積
し
て

お
り
、
取
り
組
む
べ
き
事
業
は

多
い
。
平
成
30
年
4
月
に
向
け
、

在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
事

業
は
28
年
度
以
降
、
中
巨
摩
医

師
会
等
、
関
係
機
関
と
協
議
し

検
討
し
て
い
き
た
い
。

具
体
的
な
事
業
を
具
現
化
さ
せ
、

実
行
す
る
必
要
が
あ
る
。
職
員

の
力
を
結
集
さ
せ
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
対
応
す
る
必
要
性

や
、
国
・
県
・
周
辺
自
治
体
の

動
向
を
見
な
が
ら
、
必
要
な
調

整
や
連
携
を
行
う
な
ど
、
単
独

町
と
し
て
持
続
可
能
な
成
長
を

堅
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
「
小
さ
く
て
も
豊
か
な
ま
ち

づ
く
り
」
の
実
現
を
掲
げ
、
町

民
の
意
見
を
も
と
に
、
議
会
や

豊
富
な
行
政
経
験
を
持
つ
職
員

か
ら
の
助
言
を
聴
き
判
断
す
る

こ
と
が
、
誠
実
な
行
政
運
営
だ

と
常
々
考
え
て
お
り
、
幅
広
い

知
見
を
有
し
調
整
や
補
佐
、
町

民
や
議
会
の
相
談
窓
口
と
し
て

の
機
能
を
併
せ
持
つ
人
材
の
登

用
が
必
要
だ
。
少
数
の
職
員
で
、

そ
の
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
す

る
た
め
、
行
政
組
織
は
縦
割
り

で
な
く
、
横
の
連
携
も
大
切
で
、

各
担
当
課
の
意
見
を
横
断
的
に

と
り
ま
と
め
る
副
町
長
と
い
う

職
は
、
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
町
民
の
代
表
で
あ
る
議
会
や

町
民
の
行
政
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

積
極
的
に
副
町
長
職
を
活
用
し
、

10
年
、
20
年
先
を
見
据
え
、
行

政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。



Q6 町議会だよりを見たことがありますか？
よく見る
あまり見ない

87％

13％

71％

29％

Q7 昭和町のHP内の議会の動きをみますか？
よく見る
全く見ない

50％50％
27％

73％

Q8 100点満点中何点ですか？

Q5 町議会に満足していますか？
満足
不満、わからない

90％ 87％

13％10％前回 今回

前回 今回

前回 今回

10
点

20
点

30
点

40
点

50
点

60
点

70
点

80
点

90
点

100
点

未
回
答

0
人

1
人

3
人 1

人
18
人

24
人

36
人

46
人

12
人 9

人

18
人



Q2 議員の顔と名前を知っていますか？
知っている
知らない

56％
44％54％46％

Q3 議会に興味や関心がありますか？
大いにある
あまりない

61％
39％30％70％

Q1 議会を身近に感じますか？
感じる
感じない29％

52％
48％71％

前回 今回

前回 今回

Q4 議会を傍聴したことがありますか？
ある
ない

8％

92％

13％

87％

前回 今回

前回 今回

　地方議会の責任や役割が重要視される中、当議会で
は町民の皆様に身近に感じていただける議会を目指し、
井戸端会議や区長との意見交換会など、議会改革を進め
てきました。しかし実際の議会の評価を知るべく、ふれ
あい祭り（平成27年10月11日）の際、議会アンケートを
行いました。前回行ったアンケートの結果（平成21年10
月開催のふれあい祭り）と比べてみました。



（紙面の都合上、一部意見要旨のみ掲載）

飯
喰
区
（
第
3
回
）

9
月
28
日
　
区
集
落
セ
ン
タ
ー

●
出
席
者
　
　
区
民
14
人

●
参
加
議
員
　
教
育
厚
生
常
任
委
員
会

 
 
 
 
 
 
石
原
高
明
、
金
丸
富
一

 
 
 
 
 
 
河
田
あ
け
み
、
河
住
保
茂

 
 
 
 
 
 
石
原
一
好

 
 
 
 
 
 
三
井
　
猛
議
長

Ｑ
　
町
内
に
は
義
清
神
社
な
ど

歴
史
的
な
文
化
遺
産
や
、
三
名

山
の
写
真
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
る
。

町
内
外
の
人
た
ち
に
宣
伝
し
て

は
。

Ａ
　
義
清
神
社
内
に
は
日
本
で

一
番
低
い
山
が
あ
り
、
ま
た
杉

浦
醫
院
や
か
す
み
提
な
ど
歴
史

あ
る
場
所
が
あ
る
。
甲
府
広
域

や
町
文
化
協
会
が
主
催
す
る
散

策
を
有
効
に
活
用
す
る
よ
う
進

言
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
町
の
温
泉
プ
ー
ル
利
用
料

金
が
町
内
外
者
と
も
同
額
で
あ

り
、
多
く
の
町
外
者
が
利
用
し

た
際
、
町
民
が
利
用
で
き
な
い

と
き
が
あ
る
。
差
を
つ
け
る
考

え
は
。

Ａ
　
町
民
に
は
12
枚
綴
り
3
千

円
の
回
数
券
を
発
行
し
て
い
る

が
、
多
く
の
町
民
が
利
用
で
き

る
よ
う
当
局
と
協
議
し
て
い
く
。

〈
議
会
よ
り
〉

Ｑ
　
議
員
定
数
は
16
名
で
適
正

で
あ
る
か
、
区
民
の
意
見
を
聞

き
た
い
。

Ａ
　
議
員
当
事
者
は
ど
の
よ
う

に
定
数
を
捉
え
て
い
る
の
か
を

知
り
た
い
。

Ａ
　
町
は
今
、
人
口
増
加
が
顕

著
だ
が
、
こ
の
ま
ま
続
く
と
は

い
え
な
い
。
定
数
は
減
ら
し
、

そ
の
分
、
報
酬
に
充
て
て
も
よ

い
の
で
は
。

※
い
た
だ
い
た
意
見
を
参
考
に
、

　
条
例
改
正
も
視
野
に
入
れ
、

　
任
期
中
に
結
論
づ
け
た
い
と

　
思
い
ま
す
。

上
河
東
二
区
（
第
4
回
）

10
月
16
日
　
区
集
会
所

●
出
席
者
　
　
区
民
34
人

●
参
加
議
員
　
産
業
土
木
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
中
澤
康
夫
、
薬
袋
義
久

　
　
　
　
　
　
遠
藤
辰
男
、
樋
口
敏
夫

　
　
　
　
　
　
堀
　
門
太

　
　
　
　
　
　
三
井
　
猛
議
長

●
地
元
議
員
　
河
住
保
茂

Ｑ
　
高
齢
者
世
帯
は
庭
の
草
取

り
等
、
管
理
が
大
変
。
ま
た
空

き
家
も
増
え
て
お
り
犯
罪
に
つ

な
が
る
可
能
性
が
あ
る
。
何
か

対
応
策
は
。

Ａ
　
ど
ち
ら
も
区
よ
り
町
に
事

情
を
挙
げ
て
い
た
だ
き
、
町
が

所
有
者
に
問
い
合
わ
せ
、
対
応

を
お
願
い
す
る
。

Ｑ
　
社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
も
高
齢
化
が
進

ん
で
い
る
。
特
に
災
害
時
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
若
い
方
に
引
き

継
ぎ
た
い
。

Ａ
　
基
本
的
に
防
災
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
理
事
は
運
営
に
専
念
を

し
て
い
た
だ
く
。
一
つ
の
検
討

課
題
と
し
た
い
。

Ｑ
　
区
の
消
防
団
員
は
定
員
よ

り
2
名
欠
で
活
動
し
て
い
る
。

や
は
り
消
防
団
に
入
る
メ
リ
ッ

ト
等
、
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
欠
け

て
い
る
よ
う
に
思
う
が
。

Ａ
　
現
在
、
自
動
車
の
オ
ー
ト

マ
限
定
の
免
許
を
持
つ
団
員
が
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
免
許
を
取
得
す
る

場
合
は
町
よ
り
補
助
金
が
支
給

さ
れ
る
。
ま
た
消
防
団
活
動
に

協
力
を
い
た
だ
け
る
事
業
者
に

は
、
ス
テ
ッ
カ
ー
を
掲
示
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
。
そ
の
他
、

商
工
会
と
も
協
議
す
る
中
で
、

特
典
を
検
討
し
て
い
る
。



10
月
19
日
　
区
公
会
堂

●
出
席
者
　
　
区
民
27
人

●
参
加
議
員
　
総
務
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
林
　
和
仁
、
依
田
茂
巳

　
　
　
　
　
　
田
中
博
愛
、
塚
原
將
司

　
　
　
　
　
　
鷹
野
一
雄

　
　
　
　
　
　
三
井
　
猛
議
長

10
月
29
日
　
区
公
民
館

●
出
席
者
　
　
区
民
37
人

●
参
加
議
員
　
総
務
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
林
　
和
仁
、
依
田
茂
巳

　
　
　
　
　
　
田
中
博
愛
、
塚
原
將
司

　
　
　
　
　
　
鷹
野
一
雄

　
　
　
　
　
　
三
井
　
猛
議
長

●
地
元
議
員
　
堀
　
門
太

Ｑ
　
委
託
児
童
の
そ
の
後
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

Ａ
　
以
前
よ
り
委
託
児
童
数
は
減
っ
て

い
る
。
平
成
28
年
度
に
つ
い
て
は
新
入

生
10
人
全
員
が
、
西
条
小
学
校
へ
入
学

予
定
。

　
9
月
定
例
会
で
一
般
質
問
し
た
際
、

町
よ
り
「
委
託
を
終
了
す
る
こ
と
は
町

だ
け
の
判
断
で
は
で
き
な
い
。
今
後
は

甲
府
市
と
入
学
予
定
児
童
の
保
護
者
の

理
解
を
得
る
と
と
も
に
、
町
と
し
て
は

円
満
に
区
の
小
中
学
生
が
、
町
内
の
学

校
へ
進
学
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
」
と

回
答
を
得
て
い
る
。

Ｑ
　
前
回
の
井
戸
端
会
議
の
経
過
報
告

を
簡
単
に
説
明
し
た
後
に
、
会
議
を
進

め
た
ら
よ
り
活
発
に
な
る
の
で
は
。

Ａ
　
行
政
担
当
課
の
回
答
も
含
め
、
議

会
と
し
て
報
告
書
を
作
成
し
、
区
よ
り

伺
っ
た
部
数
で
回
覧
を
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。
定
例
会
の
報
告
も
兼
ね
た
会

議
な
の
で
、
時
間
の
都
合
上
、
進
行
を

調
整
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
ぜ
ひ

回
覧
を
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

Ｑ
　
議
員
定
数
・
報
酬
に
つ
い
て
区
民

の
考
え
で
は
減
ら
し
た
ほ
う
が
良
い
と

か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
も
良
い
の
で
は

な
ど
、
多
様
な
意
見
が
出
て
い
る
。
議

会
は
ど
う
考
え
る
の
か
。

Ａ
　
山
梨
学
院
大
学
と
の
研
修
会
で
は
、

教
授
か
ら
定
数
を
減
ら
さ
な
い
こ
と
も

1
つ
の
考
え
と
い
わ
れ
て
い
る
。
報
酬

も
県
内
の
町
村
で
は
一
番
高
く
、
調
査

研
究
し
て
い
る
が
結
論
に
は
至
っ
て
い

な
い
。
井
戸
端
会
議
な
ど
で
、
町
民
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
議
論
を
深
め
、
結

論
を
出
し
た
い
。

Ｑ
　
押
原
・
小
井
川
交
番
は
ほ
と
ん
ど

駐
在
し
て
な
い
よ
う
だ
が
、
ど
の
よ
う

な
体
制
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
交
番
に

行
っ
た
と
き
に
誰
も
い
な
い
こ
と
も
あ

っ
た
が
。

Ａ
　
9
名
の
警
察
官
が
配
属
さ
れ
て
お

り
、
3
名
の
交
代
勤
務
で
24
時
間
体
制

で
運
営
し
て
い
る
。
日
中
は
パ
ト
ロ
ー

ル
等
で
外
へ
出
て
い
る
が
、
交
番
に
は

2
名
の
相
談
員
が
交
代
で
勤
務
し
、
緊

急
時
に
も
対
応
で
き
る
体
制
を
と
っ
て

い
る
。

Ｑ
　
常
総
市
の
よ
う
に
、
町
で
も
水
害

が
起
き
た
ら
と
思
う
と
不
安
だ
。
町
の

対
応
と
各
地
域
の
連
携
は
。

Ａ
　
釜
無
川
の
水
位
上
昇
で
災
害
の
恐

れ
や
、
氾
濫
注
意
水
位
を
超
え
る
洪
水

の
予
想
が
さ
れ
る
と
き
は
、
避
難
準
備

情
報
を
発
令
す
る
。
氾
濫
危
険
水
位
に

到
達
が
予
測
さ
れ
る
と
き
は
、
避
難
勧

告
を
発
令
す
る
。
避
難
所
は
町
の
Ｈ
Ｐ

に
掲
載
し
て
い
る
の
で
確
認
を
。

上
河
東
区
（
第
5
回
）

清
水
新
居
区
（
第
6
回
）



大学と議会との締結について

学生とのワークショップについて　他

学生による模擬議会について

長崎県諫早市議会10月15日

議会活性化の取り組みについて
（議会基本条例、大学との提携）他

愛知県町村議会議長会11月5日

議会モニター制度について

大学とのワークショップについて　他

議会災害対策本部設置要綱について

福島県町村議会議長会11月13日

議会活性化について　他

愛知県東栄町議会12月15日

議会改革について（大学との連携、井戸端会議）他

宮城県美里町議会11月4日

これからの高齢化社会と地域福祉　／　講師：竹端 寛教授
「地域ケア会議」を開催し、安心してボケられる地域を！
地域づくりには「ないものねだり」から「あるものさがし」が必要だ！

第5回　9月29日

財政状況の見極め方と不交付団体の財政の課題　／　講師：片田 興教授
「目的」「対象」「方向性」をしっかりアピールすべし！

第6回　10月19日

市街化調整区域の諸課題について　／　講師：中井道夫教授
農業後継者が不足・児童の増加が地区に差が出ている…問題を一つひとつ解消していきたい！

第7回　11月12日

いさ はや



取材に答える今村消防団長

新しく始まった「議員記者が行く」は、昭和町内で活躍する人々にスポットを当て、活動の姿を
追っていきます。テーマは「町を守る」。第1回目は昭和町消防団を取材しました。

寒い中ご苦労さまです。
本日はどのような訓練ですか。
平成28年消防出初式に向けた訓練で、本日が最終
訓練です。団員みんな特に気合が入っています。

団員は現在何人ですか。
定員は118人ですが、現在116人の団員がいます。
本部と12部で構成しています。

消防団員の新規加入がなかなか進まないと聞き
ますが、いかがでしょうか。
各部で定数が決まっています。若い団員から経
験豊富な団員まで、バランスよく構成すること
が理想ですが、なかなか理想通りにはいきませ
んね。新規加入団員の確保は非常に厳しい状況
ですが、各部や多くの方の協力で何とか体制を
整えています。

女性消防団員の加入、うちの町ではいかがですか。
本部では女性消防団員の加入を検討しています。
活動内容はさまざまですが広報啓発活動等、女
性の視点で活躍していただけることで、より消
防団活動が充実すると思います。

昨年8月の防災訓練は、コミュニティースクール
事業の一環で小中学生も参加し、初めて実施さ
れました。いかがでしたか。
非常にいい企画でした。生徒が消防団のことを
理解したり、一緒に防災に関わる訓練をしたりと、
これからも継続して実施していただきたいです。

昭和町消防団の特徴は何ですか。
116人ということで、仲間意識が強いところで
しょうか。日ごろの訓練から生まれることはも
ちろんですが、他の団と違い、少数で構成して
いることが連携の強さに繋がっていると思います。

昭和町消防団が抱える課題点などはありますか。
少数精鋭で小回りが利く消防団ですが、団員確
保に苦労しています。また、サラリーマンの方
が多く地域外勤務の団員が多いことも課題です。
後方支援に女性隊員も必要ですね。

本日はお忙しいところありがとうございました。
出初式やこれからのご活躍に期待しています。
ありがとうございます。町の安全安心を守るた
めに今後も頑張ります。皆さま方のご協力をお
願いいたします。

Ｑ

Ａ

Ｑ
Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ
Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ
Ａ

Ｑ
Ａ

Ｑ

Ａ

取材当日は天気も良く、昼は暖かかったのですが、夜は本当に冷えて凍えるくらいでした。
団員の整列や報告、訓練はきびきびと、見ているほうは思わず背筋を伸ばしたくなりました。
町を守る気概と思いが伝わる取材でした。

◎昭和町消防団
・定員　118人（実員116人）
・事務局　企画財政課

※消防は市町村の事務で、消防機関の一部に消防団
がある。団の長は消防団長として町長が任命し、団
員は町長の承認を得て団長が任命する。団員は職業
を持ち、災害時等に消防団員として活動するが、身
分は特別職の地方公務員で条例に基づき報酬や出動
手当が支給される。
　「自らの地域は自らで守る」という郷土愛護の精
神に基づき、地域住民を守るため、昼夜を問わず消
防活動にあたっている。

カメラ：堀　門太　取　材：依田茂巳



安全対策のために設置されたポール

議員の質問に、当局がその後どのように対応し、どうなっているのかを追跡・検証してみました。

そ
の
後

交差点付近の車止めは15本設置
したが、地下道の設置は難しく、
歩道橋は学校・PTA・地区の
合意形成が必要との国交省の見
解でした。

平成25年12月議会　質問者：林　和仁議員

国道20号線アピオ交差点に
地下通学路を　　

交差点に柵やガードレールもなく、
大変危険だ。地下通学路を新設する
考えは。

地下通学路は防犯の面でも留意が必要。
立体横断施設や歩者分離式信号機の
設置など、実状を検証し国・県に要
望していきたい。

　平成27年11月27日、議会モニターの委嘱式を行い、新たなメンバーで活動をスタート
させました。任期は2年。主に議会だよりについて意見を伺い、議会活性化の一助として
活躍していただきます。また身近に感じていただける議会を目指すため、議員全員と意
見交換会を開催していきます。どうぞよろしくお願いいたします。

（西条二区）
前川　明さん

（西条二区）
石原政信さん

（河東中島区）
雨宮　稔さん

（紙漉阿原区）
蒔田和重さん

（築地新居区）
輿石吾郎さん

（上河東二区）
小林博之さん



議会だより168号（この号）を読んでくださいヒント

正解者の中から抽選で5名の方に
図書カードをお送りいたします。

《応募方法》
はがきに「答え・住所・氏名（ふりがな）・年齢・議会だ
よりを読んだ感想」を記入してください。FAXやメー
ルも受け付けます。
議会への要望・意見等もありましたら、お受けします。

《あて先》
●〒409-3880　昭和町押越542-2
　昭和町議会事務局「議会クイズ係」宛
●FAX：055-275-0370　
●メール：gikai@town.yamanashi-showa.lg.jp

《しめきり》
　2月末日　消印有効

学ぶ議会を実施　宮城県○○市と○○町・
福島県○○市を視察

1

昭和町議会を審断！評価点数は○○点2
「議員記者が行く」、第1回目は昭和町○○○を取材3
議会モニター○人で活動開始！4

空欄に当てはまる言葉を入れてください。 167号クイズの答え
① AED
② 1.10
③ 議員記者が行く

議会の動きが身近に感じられて良いです。
昭和町に転居してきて5年になりますが、
以前の居住地よりも議会が身近に感じられます。

（女性）

（
69
歳
・
女
性
）

（
62
歳
・
女
性
）




